




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































243韓 国語訳 された 『斜 陽』 の問題 点
・
「
斜
陽
」
『
羅
生
門
/
斜
陽
同
和
文
庫
』
、
チ
ェ
テ
ウ
ン
、
ド
ン
フ
ァ
出
版
ゴ
ン
シ
ャ
、
一
九
七
二
・
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
」
『
現
代
日
本
代
表
文
学
全
集
6
』
、
グ
ジ
ャ
ウ
ン
、
平
和
出
版
社
、
一
九
七
三
・
「
思
ひ
出
」
『
現
代
日
本
代
表
文
学
全
集
6
』
、
グ
ジ
ャ
ウ
ン
、
平
和
出
版
社
、
一
九
七
三
・
「
魚
服
記
」
『
現
代
日
本
代
表
文
学
全
集
6
』
、
グ
ジ
ャ
ウ
ン
、
平
和
出
版
社
、
一
九
七
三
・
「
願
」
『
現
代
日
本
代
表
文
学
全
集
6
』
、
グ
ジ
ャ
ウ
ン
、
平
和
出
版
社
、
一
九
七
三
・
「
胡
蝶
」
『
現
代
日
本
代
表
文
学
全
集
6
』
、
グ
ジ
ャ
ウ
ン
、
平
和
出
版
社
、
一
九
七
三
・
「
東
京
八
景
」
『
現
代
日
本
代
表
文
学
全
集
6
』
、
グ
ジ
ャ
ウ
ン
、
平
和
出
版
社
、
一
九
七
三
・
「
桜
桃
」
『
日
本
名
短
編
選
集
』
、
シ
ン
シ
ュ
チ
ョ
ル
、
ギ
ョ
ン
ウ
ォ
ン
カ
ク
、
一
九
七
四
・
「
桜
桃
」
『
世
界
代
表
短
編
文
学
全
集
9
』
、
ジ
ョ
ヨ
ン
ヒ
ョ
ン
、
サ
ム
ヒ
社
、
一
九
七
六
一
九
八
〇
年
代
・
『
人
間
失
格
』
、
朴
ホ
ン
グ
ン
、
シ
ム
ジ
、
一
九
八
二
・
「
妻
の
役
割
」
『
世
界
文
学
精
選
集
4
』
、
訳
者
未
詳
、
ス
ジ
ン
出
版
社
、
一
九
八
三
・
『
斜
陽
・
三
星
版
世
界
文
学
全
集
49
』
、
權
逸
松
、
三
星
出
版
社
、
一
九
八
四
・
「
斜
陽
」
『
こ
の
世
の
光
と
空
気
の
中
で
は
』
、
イ
ム
ヒ
チ
ョ
ル
、
シ
ム
ジ
、
一
九
八
五
・
「
道
化
の
華
」
『
こ
の
世
の
光
と
空
気
の
中
で
は
』
、
イ
ム
ヒ
チ
ョ
ル
、
シ
ム
ジ
、
一
九
八
五
・
「
思
ひ
出
」
『
こ
の
世
の
光
と
空
気
の
中
で
は
」
、
イ
ム
ヒ
チ
ョ
ル
、
シ
ム
ジ
、
一
九
八
五
・
「
地
球
図
」
『
こ
の
世
の
光
と
空
気
の
中
で
は
』
、
イ
ム
ヒ
チ
ョ
ル
、
シ
ム
ジ
、
一
九
八
五
一
九
九
〇
年
代
・
「
斜
陽
」
『
三
星
世
界
文
学
E
V
E
R
B
O
O
K
』
金
カ
ン
シ
キ
、
三
星
出
版
社
丶
一
九
九
三
・
『
太
宰
治
の
帰
郷
』
、
朴
ヘ
ス
ン
、
ジ
ン
フ
ァ
、
一
九
九
三
・
『
生
ま
れ
て
す
み
ま
せ
ん
』
、
イ
ム
セ
ヒ
、
ク
ム
ト
ル
、
一
九
九
三
・
「
人
間
失
格
」
、
李
チ
ャ
ン
ジ
ョ
ン
、
シ
ム
ジ
、
一
九
九
四
・
「
男
女
同
権
」
『
人
間
失
格
』
、
李
チ
ャ
ン
ジ
ョ
ン
、
シ
ム
ジ
、
一
九
九
四
・
「
葉
」
『
人
間
失
格
』
李
チ
ャ
ン
ジ
ョ
ン
、
シ
ム
ジ
、
一
九
九
四
・
『
斜
陽
』
李
チ
ャ
ン
ジ
ョ
ン
、
シ
ム
ジ
、
一
九
九
四
442
・
『
斜
陽
』、
宋
粛
庚
、
ウ
ル
文
化
社
、
一
九
九
五
・
「
人
間
失
格
」
『
斜
陽
』、
宋
粛
庚
、
ウ
ル
文
化
社
、
一
九
九
五
・
「
桜
桃
」
『
日
本
代
表
短
編
選
1
』
(全
3
巻
)
、
金
ジ
ョ
ン
ミ
他
、
高
麗
院
、
一
九
九
六
・
「
思
い
出
」
フ
ァ
ン
ヨ
チ
ャ
ン
、
『李
ム
ン
ヨ
ル
世
界
名
作
散
策
8
』
三
星
出
版
社
、
一
九
九
六
・
『
晩
年
』
、
ユ
シ
ュ
ク
ザ
、
ハ
ン
リ
ン
新
書
、
一
九
九
六
・
「
ト
カ
ト
ン
ト
ン
」
『李
ム
ン
ヨ
ル
世
界
名
作
散
策
9
』
ミ
ョ
ン
ジ
ン
シ
ュ
ク
他
、
三
星
出
版
社
、
一
九
九
七
以
上
韓
国
で
の
太
宰
治
の
翻
訳
現
状
(
一
九
四
五
i
一
九
九
七
)
を
見
た
。
最
初
の
翻
訳
本
は
一
九
六
一
年
、
バ
ン
キ
フ
ァ
ン
に
よ
る
『
人
間
失
格
』
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
太
宰
治
の
作
品
は
五
十
年
代
に
韓
国
に
入
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
太
宰
治
の
翻
訳
は
一
九
六
〇
年
代
に
五
回
、
一
九
七
〇
年
に
十
一
回
、
一
九
八
〇
年
代
に
七
回
、
一
九
九
〇
年
代
に
十
三
回
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
『斜
陽
』
で
九
回
訳
さ
れ
た
。
次
は
『
人
間
失
格
』
が
四
回
、
『桜
桃
』
が
四
回
、
『ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
』
が
三
回
、
『
思
ひ
出
』
が
三
回
訳
さ
れ
た
の
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
調
査
に
は
出
て
い
な
い
が
、
一
九
九
五
年
に
熊
進
出
版
社
か
ら
『
人
間
失
格
』
と
『
斜
陽
』
が
許
昊
氏
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
実
際
に
『
斜
陽
』
は
十
回
、
『人
間
失
格
』
は
五
回
に
な
る
の
で
あ
る
。
太
宰
治
の
翻
訳
事
情
は
、
韓
国
の
日
本
語
の
教
育
と
、
太
宰
治
の
研
究
の
影
響
に
も
、
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
韓
国
で
は
解
放
以
後
、
一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
六
〇
年
ま
で
は
、
反
日
政
策
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
一
年
に
は
、
韓
国
外
国
語
大
学
に
日
本
語
科
が
設
置
さ
れ
、
一
九
六
五
年
に
は
、
韓
・
日
両
国
の
国
交
成
立
で
、
一
九
七
三
年
に
は
、
日
本
語
が
第
二
外
国
語
の
選
択
科
目
と
し
て
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
韓
国
で
の
日
本
語
の
関
心
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
影
響
で
翻
訳
本
も
七
〇
年
代
に
は
頻
繁
に
訳
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
、
韓
国
で
の
太
宰
治
の
研
究
も
、
本
格
的
に
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
五
翻
訳
さ
れ
た
『斜
陽
』
の
問
題
点
日
本
語
と
韓
国
語
は
漢
字
を
使
い
、
ま
た
語
順
が
同
じ
な
の
で
、
訳
す
時
は
、
他
の
外
国
語
よ
り
簡
単
で
あ
る
と
考
え
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
だ
が
、
翻
訳
は
単
に
、
外
国
語
を
対
応
す
る
自
国
語
に
訳
す
こ
と
で
終
わ
る
の
で
は
な
い
。
言
語
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
訳
者
ま
た
は
、
そ
の
文
化
の
差
に
よ
っ
て
、
問
題
が
い
く
つ
か
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
韓
国
で
一
番
多
く
翻
訳
さ
れ
た
『
斜
陽
』
を
取
り
上
げ
て
問
題
を
考
え
て
み
る
。
『
斜
陽
』
は
一
九
六
三
年
か
ら
全
部
で
十
回
訳
さ
れ
た
。
し
か
し
、
訳
さ
れ
た
『
斜
陽
』
は
絶
版
に
な
っ
た
り
、
出
版
社
が
無
く
な
っ
た
り
、
と
い
う
様
々
な
理
由
に
よ
っ
て
、
五
種
類
の
『
斜
陽
』
だ
け
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
点題問S翩圍たれさ訳語国　m452
• 
閔
丙
山
氏
の
場
合
매
일
 아
침 
규
칙
적
으
로 
알
어
나 
세
수
를 
하
시
고
、
X
 
모
「요
표
。
결
방X
 
X
 
에
서
(毎
朝
、
規
則
的
に
起
き
て
洗
顔
を
な
さ
っ
て
、X
 
X
 
お
風 
呂
場
横
の
部
屋
> < 1
겨 
で
)
毎
朝
、
規
則
正
し
く
起
床
な
さ
つ
て
洗
面
所
へ
い
ら
し
て
、
 
そ
れ
か
ら
お
風
呂
場
の
三
疊
で
【
五
】
一
 
九
七
〇
年
の
閔
丙
山
氏
、
一
 
九
八
四
年
の
權
逸
松
氏
、
一
 
九
八
五 
年
の
イ
ム
ヒ
チ
ョ
ル
氏
、
一
九
九
五
年
の
宋
粛
庚
氏
、
許
昊
氏
に
よ
っ 
て
訳
さ
れ
た
翻
訳
本
で
あ
る
。
五
人
の
訳
者
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
翻 
訳
本
と
、
『
斜
陽
』
の 
原
文
〈決
定
版
『
太
宰
治
全
集
』
第
十
巻
、
 
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
〉
を
比
較
し
て
問
題
を
考
え
て
み
る
。
(I
)
 
省
略
さ
れ
た
場
合
省
略
は
訳
者
が
本
来
あ
る
べ
き
部
分
を
削
除
し
、
訳
し
た
場
合
で 
あ
る
。
〈本
文
は
四
角
で
囲
み
、
章
は
【
】 
に
示
す
。
(
 
)
 
内
は
五 
人
の
翻
訳
を
日
本
語
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。X
><
は
省
略
さ
れ 
た
部
分
を
示
す
。
ま
た
▼
は
筆
者
に
よ
る
訳
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。
〉
•
 
三
疊
•
 
權
逸
松
氏
の
場
合
매
일 
아
침 
규
착
적
으
로 
일
어
나 
세
수
를 
하
시
고 
X
>< 
모
「요
コ당 
곁
방X
 
X
 
에
서
(毎
朝
、
規
則
的
に
起
き
て
洗
顔
を
な
さ
っ
て
、
><
너 
お
風 
呂
場
横
の
部
屋
> < 1
사 
で
)
•
 
ィ
ム
ヒ
チ 
ョ
ル
氏
の
場
合
매
일
아
침
규
착
적
으
로 
알
어
나
서
세
수
를
하
시
고
、
><X
 
요
저
국
의 
결
방X
 
X
 
에
서
(毎
朝
、
規
則
的
に
起
き
て
洗
顔
を
な
さ
っ
て
、
浴
室
横
の
部
屋 
너 
너 
で
)
•
 
宋
粛
庚
氏
の
場
合
매
일 
아
침 
규
칙
적
으
로 
기
상
하
시
면 
세
면
소
에 
드
국
어
가
시
고
、
 
그
리
고 
요r
실 
곁
의 
다
다
미
【
タ
タ
ミ 
ー
 
세 
자
。깔
이 
방
계
세
(毎
朝
、
規
則
正
し
く
起
床
な
さ
る
と
洗
面
所
へ 
い
ら
し
て
、
そ 
れ
か
ら
お
浴
室
横
の
〔タ
タ
ミ
〕
三
枚
敷
き
の
部
屋
で
)
• 
許
昊
氏
の
場
合
매
일
、아
침 
규
착
적
으
로 
기
상
하
여 
세
수
를 
히
시
척
음
、
 
X
 
X
 
요
ŝ  
S
M
,
가
「은 
바〇세
一;
서
(毎
朝
、
規
則
正
し
く
起
床
し
て
洗
顔
な
さ
っ
た
後
、
浴
室
3 
小
さ 
い
部
屋
で
)
246
